
2019 6.3 vol.886

新たな事業を創造するオープンイノベーションを実現する拠点のイノベーションラボ「AgVenture Lab」
＝東京・大手町（８面）

実演会で10㌃を約5分で終了したドローンによ
る鉄コーティング種子の播種（３面）

福島県内のセブン-イレブンで販売している「サン
ドおむすび アスパラベーコンマヨネーズ」（２面）

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
播
種
で
実
演
会（
新
潟
県
本
部
）

「おおいた豊後牛」の輸出拡大へ
台湾で販促イベント（大分県本部）
会津産アスパラガスが
セブン-イレブンおむすびに（福島県本部）
来年1月に第3回和牛甲子園
（畜産総合対策部）

第9（Q）回高橋尚子杯ぎふ清流
ハーフマラソン参加者に
岐阜県産農畜産物PR（岐阜県本部）
ラジオ番組と連携し田植えイベント
（千葉県本部）

石川米の新品種「ひゃくまん穀」で
料理教室（石川県本部）
女子プロゴルフ・原選手と国産農畜産物
オフィシャルアンバサダー契約（広報・調査部）

畜産事業の研究最前線⑥
家畜衛生研究所 研究開発室（畜産生産部）
ＪＡズームイン（ＪＡ福島さくら）
ＪＡタウンショップ紹介
　滋賀・近江・琵琶湖へ“きてか～な”
　（ＪＡグリーン近江）
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　 「AgVenture Lab」開設（経営企画部）
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う
ま
味
成
分
で
あ
る「
オ
レ
イ

ン
酸
」の
測
定
と
、② 

個
体
の
出

生
か
ら
の
生
育
履
歴
を
照
会
で

き
る「
お
お
い
た
豊
後
牛
肉
通

行
手
形
」の
発
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
豊
後

牛
肉
を
消
費
者
へ
届
け
て
い
ま

す
。

News!

「おおいた豊後牛」の輸出拡大へ台湾で販促イベント
焼き肉店に現地メディア、消費者招きPR 大分県本部

　
大
分
県
本
部
は
4
月
16
日
、自
己
改
革
の
一
環
で
あ
る「
輸
出
拡
大
」

を
図
る
た
め
、大
分
県
や
J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
九
州
営
業
本
部
、

J
A
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
と
連
携
し
て
、「
お
お
い
た
豊
後

牛
」の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
台
湾
で
開
き
ま
し
た
。

　
販
促
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
焼
き

肉
店
に
現
地
メ
デ
ィ
ア
を
招
き
、

県
本
部
職
員
が「
お
お
い
た
豊

後
牛
」の
魅
力
や
歴
史
に
つ
い
て

説
明
し
た
他
、
同
店
舗
の
お
得

意
様
約
50
人
を
対
象
に
し
た「
お

お
い
た
豊
後
牛
」の
発
表
会
と
試

食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
お
お
い
た
豊
後
牛
」の
特
徴

的
な
取
り
組
み
と
し
て
① 

肉
の

台
湾
の
飲
食
店
で
豊
後
牛
肉
の
魅
力
や

歴
史
に
つ
い
て
説
明
す
る
大
分
県
本
部

職
員（
右
）

試
食
会
の
参
加
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
、特
に
オ
レ
イ
ン
酸
の
測
定
に
関
心
が

集
ま
っ
た

で
甘
み
の
多
い
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
と
ベ
ー
コ
ン
が
、
お
に
ぎ
り

の
中
に
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
ま

す
。
販
売
価
格
は
一
つ
税
込
み

1
4
5
円
で
す
。

　
福
島
県
本
部
の
猪
股
孝
二
本

部
長
は「
消
費
者
の
皆
さ
ま
に

福
島
の
春
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
。
今
後
も
県
産
農

畜
産
物
の
消
費
拡
大
に

向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

News!

会津産アスパラガスがセブン-イレブンおむすびに
3年目、6月10日まで福島の春の味 お届け 福島県本部

　
福
島
県
の
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
管
内
の
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
使
っ

た「
サ
ン
ド
お
む
す
び 

ア
ス
パ
ラ
ベ
ー
コ
ン
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」が
、
5

月
14
日
か
ら
6
月
10
日
ま
で
の
期
間
限
定
で
福
島
県
内
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
4
2
2
店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
と
福
島
県
本
部
が
、
株

式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
と
食
品
メ
ー
カ
ー 

わ
ら
べ
や
日
洋
株
式
会
社
と
連

携
し
平
成
29
年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
で
3
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
今
年
は
従
来
の
手
巻
き
お
に

ぎ
り
か
ら「
サ
ン

ド
お
む
す
び
」に

形
状
を
変
更
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
秋
の
好
天

福
島
県
内
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
で
販
売
し

て
い
る「
サ
ン
ド
お
む
す
び 

ア
ス
パ
ラ
ベ
ー
コ

ン
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
」
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ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
播
種
作

業
は
、
10
㌃
の
圃ほ
じ
ょ
う場
を
約
5
分

で
終
了
し
、
乗
用
播
種
機
に
よ

る
点
播（
20
～
30
分
）と
比
べ
、

大
幅
に
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
後
、5
月
末
に
は
除
草
剤
、

８
月
に
は
殺
菌
剤
、
殺
虫
剤
の

散
布
実
演
会
を
予
定
し
て
お

り
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
一
貫

し
た
活
用
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト

低
減
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

News!

ドローンによる鉄コーティング播種の実演会
生産コスト低減による担い手の経営安定目指す 新潟県本部

　
新
潟
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
北
越
後
は
5
月
9
日
、聖せ
い
ろ
う
ま
ち

籠
町
で
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
種
子
の
播は
し
ゅ種

実
演
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
栽
培

は
一
般
的
な
移
植
栽
培
と
比
較

し
て
、
育
苗
・
田
植
え
作
業
の

軽
減
、
生
育
期
間
の
ず
れ
に
よ

る
秋
の
収
穫
作
業
の
分
散
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
で
、
さ
ら
な
る
生
産

コ
ス
ト
低
減
と
規
模
拡
大
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
当
日
は
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
県

地
域
振
興
局
な
ど
か
ら
約
70
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

10
㌃
を
約
5
分
で
終
了
し
た
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
播
種
作
業

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
実
演
会
参

加
者

飛
騨
高
山
高
校
が
2
連
覇
を
果

た
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
産
地
や
学
校
関
係
者

か
ら
も「
他
に
例
の
な
い
有
意

義
な
取
り
組
み
だ
」「
生
徒
の

学
び
や
成
長
に
つ
な
が
る
」と

い
っ
た
声
が
上
が
る
な
ど
の
評

価
を
得
て
お
り
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
第
3
回
和
牛
甲
子
園
の
参
加

校
募
集
は
後
日
行
い
ま
す
。

News!

来年1月に第3回和牛甲子園を開催
集え! 和牛を肥育する全国の農業高校の「高校牛児」 畜産総合対策部

　
全
農
は
令
和
2
年
1
月
16
、
17
日
に
、
東
京
都
港
区
で
第
3
回
和

牛
甲
子
園
を
開
き
ま
す
。

　
和
牛
甲
子
園
は
、和
牛
を
肥
育

す
る
全
国
の
農
業
高
校
の
生
徒

「
高
校
牛
児
」た
ち
が
、和
牛
の
肉

質
と
日
頃
の
取
り
組
み
内
容
を

競
う
大
会
で
、①
将
来
の
担
い
手

候
補
で
あ
る
高
校
生
の
就
農
意

欲
の
向
上
②
日
本
各
地
で
同
じ

志
を
持
つ
高
校
生
同
士
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
創
出
し
、意
欲
と
技

術
の
向
上
を
図
る
―
―
の
2
点

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
31
年
1
月
の
第
2
回
大

会
で
は
全
国
11
県
か
ら
23
校
84

人
が
参
加
。
取
組
評
価
部
門
と

枝
肉
評
価
部
門
を
合
わ
せ
た
総

合
評
価
部
門
で
は
、
岐
阜
県
の

第
2
回
和
牛
甲
子
園
の
体
験
発
表
会

第2回和牛甲子園の枝肉勉強会
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サ
ー
が
農
事
組
合
法
人
こ
う
ざ

き
め
ぐ
み
農
場
の
鈴
木
代
表
理

事
の
指
導
で
、「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
植
え
ま
し
た
。

　
飯
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、「
番

組
を
通
し
て
一
層
の
千
葉
県
産

米
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
ち
た
い
」と
力

強
い
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
、
Ｊ
Ａ
か
と
り
女

性
部
古
原
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
地
元
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た

お
に
ぎ
り
・
た
け
の
こ
ご
飯
・

シ
チ
ュ
ー
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　
武
田
組
合
長
は
、「
ラ
ジ
オ
番

組
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
産

地
情
報
を
発
信
し
、
ま
す
ま
す

の
消
費
宣
伝
を
お
願
い
し
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

News!

ラジオ番組と連携し田植えイベント
早場米産地の千葉産米PRと認知度向上へ 千葉県本部

　
千
葉
県
Ｊ
Ａ
か
と
り
管
内
の
神
崎
町
の
水
田
で
5
月
8
日
、ラ
ジ
オ

局
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の「
飯
田
浩
司
の
O
K
! 

C
o
z
y 

u
p
!
」と
連

携
し
た
田
植
え
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
早
場
米

産
地
で
あ
る
千
葉
県
産
米
の
お

い
し
さ
を
消
費
者
へ
お
届
け
す

る
た
め
に
、
千
葉
県
産
米
の
Ｐ

Ｒ
と
認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
、

今
年
で
19
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
、田
植
え
日
和
の
中
、

Ｊ
Ａ
か
と
り
の
武
田
好
久
組
合

長
を
は
じ
め
、
ラ
ジ
オ
局
関
係

者
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約
30
人

が
参
加
し
、
番
組
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
の
飯
田
浩
司
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
新
行
市
佳
ア
ナ
ウ
ン

田植えイベントに参加した前列右からＪＡかとりの武田組
合長、飯田アナウンサー、新行アナウンサー。後列右から
２人目は千葉県本部の木村浩彰県本部長

ＪＡかとり女性部古原支部の
皆さんの料理に舌鼓を打つ
参加者

シ
モ
使
用
）、美
濃
い
び
茶（
抹

茶
入
り
）3
5
0
㍉
㍑
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
販
売
。
飛
騨
牛
串
は

「
毎
年
走
っ
た
後
に
食
べ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
リ

ピ
ー
タ
ー
が
付
く
ほ
ど
大
人
気

で
、
新
商
品
の
お
米
ジ
ェ
ラ
ー

ト
も「
米
粒
の
食
感
が
お
も
し

ろ
い
」と
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

「
ぎ
ふ
の
米
」イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の「
ぎ
ふ
マ
イ
の
里
」

が
県
内
外
の
ラ
ン
ナ
ー
や
来
場

者
と
交
流
。
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で

は「
ぎ
ふ
の
米
」な
ど
の
C
M

を
放
映
し
、
多
く
の
来
場
者
に

県
産
農
畜
産
物
の
お
い
し
さ
や

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

News!

市民ランナー、来場者に岐阜県産農畜産物PR
第9（Q）回高橋尚子杯ぎふ清流ハーフマラソンに協賛 岐阜県本部

　
岐
阜
市
の
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
4
月
28
日
、「
第

9（
Q
）回
高
橋
尚
子
杯
ぎ
ふ
清
流
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」が
行
わ
れ
、

岐
阜
県
本
部
は
大
会
協
賛
と
共
に
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
市
民

ラ
ン
ナ
ー
・
来
場
者
に
県
産
農
畜
産
物
を
P
R
し
ま
し
た
。

　
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
給
水
所

で
は
、
ぎ
ふ
農
協
岐
阜
市
い
ち

ご
部
会
が「
岐
阜
い
ち
ご
」を

配
付
。
同
部
会
の
若
手
生
産
者

で
組
織
す
る
青
年
部
が
中
心

と
な
っ
て
準
備
し
た「
濃
姫
」

と「
美
濃
娘
」約
４
５
０
㌔
を
、

生
産
者
と
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
、
県
本
部

職
員
が
沿
道
に
立
ち
、
声
援
を

送
り
な
が
ら
ラ
ン
ナ
ー
に
手
渡

し
ま
し
た
。

　
大
会
前
日
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
岐

阜
県
本
部
直
営
店
の
飛
騨
牛
料

理「
匠
味
」が
飛
騨
牛
串
、
お

米
ジ
ェ
ラ
ー
ト（
県
産
米
ハ
ツ

「
岐
阜
い
ち
ご
」を
ラ
ン
ナ
ー
に
手
渡
す
、

ぎ
ふ
農
協
岐
阜
市
い
ち
ご
部
会
の
西
垣

青
年
部
長

毎
回
人
気
を
集
め
て
い
る
飛
騨
牛
串
な

ど
の
販
売
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課
の
山
本
職
員
か
ら「
ひ
ゃ
く

ま
ん
穀
」の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ム
ー
ビ
ー
上
映
と
特
長
の
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
参
加
者
は

「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」を
使
っ
た

パ
エ
リ
ア
と
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ

を
作
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
お
米
が

大
粒
で
、
も
ち
も
ち
し
て
い
て

お
い
し
い
ね
」と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
石
川
県
で
は
今
後
も
新
品
種

米「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」を
通
し

て
、
県
産
米
全
体
の
消
費
拡
大

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

だ
く
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
原
選
手
も
ツ
ア
ー

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
１
勝（
初
優

勝
）を
目
指
し
て
お
り
、
全
農

も
そ
の
目
標
に
向
け
、
長
い
戦

い
を
続
け
て
行
け
る
よ
う
に

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
」で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
全
農
は
、こ
れ
か
ら
も「
ニ
ッ

ポ
ン
の
食
」を
通
じ
て
、
海
外

で
活
躍
す
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
か
ら
次
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
ま
で
、
広
く
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

News!

News!

石川米の新品種「ひゃくまん穀」で料理教室

女子プロゴルフ 原選手と国産農畜産物オフィシャルアンバサダー契約

母の日に園児や高校生らが思いを込めて

次世代を担うジュニア育成教室などに積極的に取り組む姿勢評価

石川県本部

広報・調査部

　
石
川
県
の
新
し
い
お
米「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」を
使
っ
た
料
理
教
室

が
、
5
月
12
日
の
母
の
日
に
金
沢
市
長
町
の
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た（
協
賛
：
米
新
品
種「
ひ
ゃ
く
ま
ん
穀
」

普
及
推
進
委
員
会
）。

　
全
農
は
次
世
代
を
担
う
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
教
室
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
む
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
原
英
莉
花
選
手
と
国
産
農
畜
産
物

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、母
の
日
に「
あ

り
が
と
う
」の
言
葉
を
添
え
て
、

県
産
米
新
品
種「
ひ
ゃ
く
ま
ん

穀
」を
使
っ
た
手
作
り
料
理
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
お
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、「
食
」に

対
す
る
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
る
現
代
の
子
ど
も

た
ち
に
、
料
理
を
通
し
て
作
る

喜
び
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日

は
、
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、

保
護
者
を
含
む
約
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
石
川
県
本
部
米
穀

　

原
選
手
は
、
今
年
20
歳
と

な
っ
た
若
手
女
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
向
け
の

ゴ
ル
フ
教
室
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
夢
の
実
現
を
応

援
す
る
全
農
の
活
動
方
針
に
合

う
選
手
で
あ
っ
た
た
め
、
契
約

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
ジ
ュ
ニ
ア
を
対
象
と

し
た
ゴ
ル
フ
教
室
な
ど
で
子
ど

も
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
に
食

の
大
切
さ
や
国
産
食
材
の
魅
力

を
伝
え
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し

て
食
育
活
動
を
お
手
伝
い
い
た

「ひゃくまん穀」でパエリアを作る子どもたち

国
産
農
畜
産
物
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
に
な
っ
た
原
英
莉
花
選
手

右
肩
後
ろ
に
全
農
の
ロ
ゴ

原
英
莉
花
選
手
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
は

こ
ち
ら

大粒の「ひゃくまん穀」で作ったパエリア
は食べ応え抜群
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研
究
開
発
室
が
担
う
役
割
は
、

家
畜
の
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
病

気
を
研
究
し
、
そ
の
診
断
技
術
や

予
防
技
術
を
開
発
す
る
事
で
す
。

生
産
現
場
で
問
題
が
発
生
す
る
と
、

各
地
の
く
み
あ
い
飼
料
担
当
者
を

介
し
て
全
国
5
カ
所
に
あ
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
分
室
の
衛
生
担
当
者（
獣
医

師
）が
相
談
を
受
け
ま
す
。
そ
こ
で

対
策
法
の
確
立
や
研
究
が
必
要
と

考
え
ら
れ
た
問
題
に
、
研
究
開
発

室
が
取
り
組
み
ま
す
。

　
こ
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た

検
査
法
が
確
立
さ
れ
る
と
ク
リ
ニ
ッ

ク
検
査
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
ら
れ
、

具
体
的
な
予
防
策
が
明
ら
か
に
な

れ
ば
全
国
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
分
室
の
衛

生
担
当
者
に
速
や
か
に
共
有
さ
れ

ま
す
。
研
究
開
発
室
で
は
そ
の
よ

う
な
研
究
成
果
を
生
か
し
、
ワ
ク

チ
ン
、
生
菌
剤
、
混
合
飼
料
な
ど

の
対
策
資
材
を
商
品
化
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
養
豚
場
に
普
及
し
て

い
る
豚
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
ワ
ク

チ
ン「
マ
イ
コ
バ
ス
タ
ー
」シ
リ
ー
ズ

や
飼
料
添
加
物「
バ
チ
ル
ス
J
A

̶

Z
K
株
」は
、
研
究
開
発
室
に
よ
っ

て
開
発
さ
れ
た
対
策
資
材
の一例
で

す
。

　
研
究
開
発
室
に
所
属
す
る
13
人

の
職
員
の
研
究

業
務
は
、
病
原

微
生
物
の
分
離

や
性
状
解
析
を

行
う「
微
生
物

学
的
ア
プ
ロ
ー

チ
」、
ま
た
病

気
に
感
染
し
た

動
物
の
体
内
組

織
の
変
化
を
視

覚
的
に
解
明
す
る「
病
理
組
織
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
」、
そ
し
て
病
原
微

生
物
や
動
物
の
遺
伝
子
解
析
に

よ
っ
て
病
態
を
解
明
す
る「
分
子
生

物
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」に
大
別
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
研
究
が
日
々

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
先
端
的
な
研
究
の
実
践
や
作
業

の
効
率
化
に
向
け
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル

の
検
査
が
で
き
る「
次
世
代
シ
ー
ケ

ン
サ
ー
」や
、
細
胞
解
析
用
の「
フ

ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ー
タ
ー
」な
ど
、
最

新
の
設
備
も
積
極
的
に
導
入
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
動
物
舎
の
大
規

模
な
改
修
で
よ
り
多
く
の
家
畜
を

飼
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
多

様
な
試
験
や
研
究
が
で
き
る
環
境

も
整
い
ま
し
た
。

　
研
究
の
高
度
化
・
複
雑
化
に
伴

い
、
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所
や
Ｅ

Ｔ
研
究
所
な
ど
、Ｊ
Ａ
全
農
の
他
の

研
究
機
関
と
連
携
す
る
機
会
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
研
究
員
は
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

し
て
幅
広
い
情
報
に
接
す
る
と
共

に
、
自
分
た
ち
の
研
究
が
最
終
的

に
生
産
者
の
利
益
向
上
に
寄
与
す

る
の
だ
と
い
う
事
を
、
常
に
念
頭
に

置
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

畜
産
事
業
の
研
究
最
前
線
6

農
家
の
生
産
性
を
阻
害
す
る

病
原
微
生
物
を
多
角
的
に
解
析

よ
り
高
度
な
研
究
を
行
う
た
め

最
新
鋭
の
機
器
や
施
設
を
整
備

【
畜
産
生
産
部
】

研究開発室の研究員

次
回
は
、家
畜
衛
生
研
究
所
　
ク
リ

ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
予
定
で

す
。（
8
月
頃
掲
載
予
定
）

　畜
産
事
業
の
研
究
所
を
紹
介
す
る
当
シ
リ
ー
ズ
第
６
回
は
、
家
畜
衛
生
研
究
所 

研
究
開
発
室
で
す
。「
家

畜
を
病
気
に
さ
せ
な
い
予
防
衛
生
」を
普
及
さ
せ
る
事
で
、
農
家
所
得
の
向
上
と
食
の
安
全
を
図
っ
て
い
る

の
が
、
千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
家
畜
衛
生
研
究
所
。
研
究
開
発
を
担
う
研
究
開
発
室
と
家
畜
ク
リ
ニ
ッ
ク

事
業
を
担
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
り
ま
す
。
研
究
開
発
室
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
密
に
連

携
し
な
が
ら
、
家
畜
疾
病
の
検
査
と
新
た
な
診
断
法
の
確
立
、
予
防
に
役
立
つ
疾
病
対
策
資
材
の
開
発
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

家
畜
衛
生
研
究
所 

研
究
開
発
室

家
畜
疾
病
の
診
断
法
確
立
と

対
策
資
材
の
開
発
を
推
進 研究成果を生かしさまざまな疾病対策資材を商品化

細胞浮遊液を高速で流すフローサイト

メーターで、免疫細胞の形状や性質を

解析
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情
発
見
器
や
モ
バ
イ
ル
牛
温
計

な
ど
の
最
新
の
機
械
を
導
入
し
、

安
全
出
産
に
も
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

　
2
0
1
9
年
度
か
ら
預
託
規

模
は
80
頭
、
繁
殖
雌
牛
1
0
0

頭
を
飼
養
し
子
牛
を
生
産
し
て

い
く
計
画
と
な
り
ま
す
。

ＪＡ福島さくら
（福島県）

概要 平成 31年 2 月末

正組合員数　　　　　  3万8853人
准組合員数　　　　　  3万5011人
職員数　　　　　　　　　 1486人
販売品取扱高　　　    153億9千万
購買品取扱高　　　　96億3千万円
貯金残高　　　　  6518億9千万円
長期共済保有高　1兆7977億1千万円
主な農作物　       米、ピーマン、トマト、
　　　　　　　　　 梨、ネギ

待
望
の
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
完
成

和
子
牛
生
産
を
下
支
え

茨城県

福島県
新潟県

栃木県

山形県 宮城県

管
理
を
し
て
い
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
東
日
本
大
震
災

と
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
生

産
農
家
の
飼
養
中
止
が
増
加

し
、
繁
殖
農
家
戸
数
と
繁
殖
母

牛
頭
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
た

　
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
が
出
資
す

る
農
業
生
産
法
人
「
株
式
会
社

Ｊ
Ａ
和
牛
フ
ァ
ー
ム
福
島
さ

く
ら
」（
田
村
市
常
葉
町
）に
3

月
28
日
、
待
望
の
キ
ャ
ト
ル
ブ

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）が
完
成
し
ま
し
た
。

　
竣
工
式
に
は
同
和
牛
フ
ァ
ー

ム
の
管
野
啓
二
代
表
取
締
役
社

長
や
同
Ｊ
Ａ
の
結
城
政
美
代
表

理
事
組
合
長
ら
が
出
席
。
管
野

社
長
は
「
震
災
後
、
飼
育
農
家

戸
数
と
飼
養
頭
数
の
減
少
が
問

題
視
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

Ｊ
Ａ
自
ら
が
畜
産
振
興
の
旗
を

揚
げ
先
頭
に
進
む
こ
と
を
決
め

た
。
今
後
、
こ
の
農
場
が
モ
デ

ル
牛
舎
と
呼
ば
れ
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
、
地
域
に
誇
れ
る
飼
養

め
、
繁
殖
母
牛
に
よ
り
子
牛
を

生
産
・
出
荷
す
る
ブ
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
事
業
と
、
農
家
か
ら
不
妊

牛
な
ど
を
預
か
り
リ
ハ
ビ
リ
・

人
工
授
精
を
行
っ
た
り
、
委
託

を
受
け
た
子
牛
を
育
成
し
出
荷

す
る
キ
ャ
ト
ル
事
業
を
軸
と
し

て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
管
内
の

和
牛
繁
殖
農
家
の
経
営
基
盤
の

確
保
や
低
コ
ス
ト
生
産
に
よ
る

所
得
向
上
と
新
規
就
農
研
修
生

の
受
け
入
れ
な
ど
に
よ
り
繁
殖

牛
農
家
の
間
口
を
広
げ
、
生
産

基
盤
の
強
化
と
飼
養
頭
数
維
持

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、１
万
7
3
6
平
方

㍍
の
敷
地
に
繁
殖
雌
の
飼
育
牛

舎
や
分ぶ
ん
べ
ん娩

舎
、哺
育
舎
、子
牛
育

成
舎
、堆
肥
舎
な
ど
が
あ
り
、発

子
牛
の
生
産
・
出
荷
と

子
牛
受
託
・
育
成
柱
に

発
情
発
見
器
な
ど

最
新
の
機
器
を
導
入

完
成
し
た
キ
ャ
ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

完成した施設を視察する内堀雅雄福島県知事（手前右）

牛
舎
に
取
り
付
け
た
牛
の
様
子
を
監

視
す
る
養
牛
カ
メ
ラ
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Web限定の「レシピ検索」「菜園づくり」etc.
ぜひご覧ください！
Webマガジンは
こちらから https://apron-web.jp/

Apron Web 検 索

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

【旬の野菜を野菜ソムリエがチョイスします♪】レシピ付き
　滋賀県最大級のファーマーズマーケットＪＡグリーン近江「きてか
～な」より売り場に届いた新鮮野菜から、日本野菜ソムリエ協会認
定の野菜ソムリエプロ・野菜ソムリエの資格を持つスタッフが選んで
詰め合わせをした野菜BOXのご紹介です。
　直売所ならではの「旬な野菜」「珍しい野菜」なども詰め合わせて、
使い方やレシピを添えてお届け致します。今だけここだけの商品をど
うぞ！
【６月ご注文分のお届け例】
　リーフレタス、ミディトマト、キュウリ、新タマネギ、スナップエンドウ、
きのこ(マイタケ、シイタケなど)、その他売り場に届いた地元産農産
物など1.5～2.0㌔くらい詰め合わせ（上記から10点ほど選んでお
届けます）。

滋賀・近江・琵琶湖へ“きてか～な”（ＪＡグリーン近江）

JAタウンは
こちらから

野菜ソムリエチョイス
近江の野菜 ＢＯＸ（ノーマル）
……3240円

野
菜
ソ
ム
リ
エ
プ
ロ・

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を

持
つ
こ
の
人
た
ち
が
選
び
ま
す

新たな事業を創造する拠点

新たな事業を創造するオー
プンイノベーションを実現す
る拠点のイノベーションラボ
「AgVenture Lab」

運営 一般社団法人AgVenture Lab（アグベンチャーラボ）
住所 東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ビルヂング9階

JAグループ
全国8連

全中、全農、共済連、農林中金、家の光協会、
日本農業新聞、全厚連、農協観光

　全農はＪＡグループ全国8連共同で5月27日、東京・
大手町に新たな事業を創造するオープンイノベーション
を実現する拠点として、イノベーションラボ
「AgVenture Lab」（アグベンチャーラボ、以下「ラボ」）
を開設しました。　　　　　　　　　　  【経営企画部】

　「次世代に残る農業を育て、地域のくらしに寄り添い、
場所や人をつなぐ」をコンセプトに、ラボでスタートアッ
プ企業やパートナー企業、大学、行政など協創し、さ
まざまな知見やテクノロジーを活用しながら、新たな事
業創出、サービス開発、社会課題の解消を目指します。
　全農はラボでの活動を通じて外部企業との連携を強
化し、AgTec（アグテック：農業分野における新たなテ
クノロジー）を活用したイノベーションと新たな価値を創
出すべく積極的に挑戦していきます。

開設「AgVenture Lab」
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新たな事業を創造するオープンイノベーションを実現する拠点のイノベーションラボ「AgVenture Lab」
＝東京・大手町（８面）

実演会で10㌃を約5分で終了したドローンによ
る鉄コーティング種子の播種（３面）

福島県内のセブン-イレブンで販売している「サン
ドおむすび アスパラベーコンマヨネーズ」（２面）

ド
ロ
ー
ン
に
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テ
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種
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実
演
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新
潟
県
本
部
）

「おおいた豊後牛」の輸出拡大へ
台湾で販促イベント（大分県本部）
会津産アスパラガスが
セブン-イレブンおむすびに（福島県本部）
来年1月に第3回和牛甲子園
（畜産総合対策部）

第9（Q）回高橋尚子杯ぎふ清流
ハーフマラソン参加者に
岐阜県産農畜産物PR（岐阜県本部）
ラジオ番組と連携し田植えイベント
（千葉県本部）

石川米の新品種「ひゃくまん穀」で
料理教室（石川県本部）
女子プロゴルフ・原選手と国産農畜産物
オフィシャルアンバサダー契約（広報・調査部）

畜産事業の研究最前線⑥
家畜衛生研究所 研究開発室（畜産生産部）
ＪＡズームイン（ＪＡ福島さくら）
ＪＡタウンショップ紹介
　滋賀・近江・琵琶湖へ“きてか～な”
　（ＪＡグリーン近江）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

8

Web
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JA全農プレゼンツ2019
「田んぼの生きもの調査」を実施
（広報・調査部）

2

新たな事業を創造する拠点
　 「AgVenture Lab」開設（経営企画部）
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アグ　　　　　　ベンチャー　　　　　　　　  ラボ
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